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1. はじめに 
近年、AI 技術が様々な分野で適用されている。本稿では、

筆者等が推進する日欧連携プロジェクト “FED4IoT: 
Federation for IoT” [1]における AI 技術の適用例を紹介する。

本プロジェクトは IoT デバイスの抽象化を行い、データの

相互利活用及びサービスの拡張性の実現を狙いとしている。 
本稿では、FED4IoTプロジェクトにおけるAI技術の活用

例を紹介すると共に、それらを含む標準化提案への取り組

みについて述べる。 
 

2. FED4IoTの概要 
FED4IoT は日欧の企業・大学により推進されているスマ

ートシティプロジェクトである。概要、解説論文、関連技

術に関する研究論文等については[1]を参照願いたい。 
図 1 に FED4IoT のコンセプトを示す。 

図 1 FED4IoT プロジェクトの概要 
 
FED4IoT では、各ロケーションに展開された物理デバイ

スからのデータを抽象化し、様々なサービスに適用するこ

とを狙いとしている。図 1 のように、日欧の 4 都市と 4 つ

のサービス間の依存性を排除している。これを実現するた

めに図 2 に示す VirIoT (Virtual IoT)アーキテクチャを開発し

てきた。 
図 2 に示すように、Root Data Domain と呼ばれる物理的

なロケーションに展開された Device の情報を VirIoT 
architecture により抽象化し、様々なサービスに適用してい

る。AI 技術は、各 Root Data Domain 及び VirIoT architecture 
に適用されている。 

図 2 Root Data Domain と VirIoT architecture 
 

3. AI技術の適用事例 
本節では、VirIoT architectureにおける AI技術の適用例と

して Wildlife monitoring と Cross-Border Person Finder (CBPF)
の場合について紹介する。 

 
(1) Wildlife monitoringにおける適用例 
Wildlife monitoring では、Wildlife（野生動物）の捕獲、

接近等の通知を行う際に獣害の種別情報の識別に学習デー

タに基づくAI技術を適用している。これは、動物の中には

捕獲禁止動物や、捕獲時に即時処理を要するもの、大がか

りな捕獲準備を必要とするものがあり、予めの判断が必要

なためである。 
Wildlife monitoring に適用する際の Root Data Domain の構

成を図 3 に示す。汎用用途の監視カメラ(General purpose 
device)と Wildlife motoring 固有装置（檻、方向センサ等） 
(Service specific device)を主に構成する。動物の識別は AI プ
ラットフォームで行い、周期的に画像を精査し、動物の種

別認識を行う。Wildlife monitoring の場合、動物の識別を行

う際の学習データは、地域性等を考慮し、Root Data 
Domain に実装し、VirIoT architecture に対しては共通のデー

タモデルの形式で提供している。 
白山麓ロケーションでの実証実験としては 1m 以内では

動物の識別は 100%、AI プラットフォームで画像収集周期

を 2秒とした場合、vSiloまでの遅延時間は約 2.5秒であっ

た。また、同時に、方向センサ[2]における動物の方向検知、
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それに対する映像取得及びそれに基づく動物の識別も vSilo
までの遅延時間が 2.5秒以下というデータを得た。 

 

図 3 Root Data Domain の構成例 
 
(2) CBPFにおける適用例 
次に CBPF における AI 技術の適用例を述べる。CBPF で

は、図 4 に示す一連のフローに従って処理を行い、各処理

において AI 技術を活用している [3, 4, 5]。 

図 4 CBPF における処理フロー 
 

CBPF の場合、図 5 に示すように国間を跨ぎ人物検知を

行うために、図 4 のように、画像から特徴点抽出までの処

理は各国あるいは地域に閉じて行う。すなわち、カメラ画

像については Root Data Domain あるいは各地域内に置かれ

た ThingVisor でで処理を行う。特徴点に基づく認識はクラ

ウド内の ThingVisor に実装することも可能である。 

図 5 CBPF のサービスイメージ 
 

4. IoT関連の国際標準化動向 
本節では、現状の国際標準化動向を踏まえ、上記事例等

の提案の取り組みついて述べる。 
(1) デジュール標準とユースケース 
IoT 関連標準化は、ユースケース及びそれを実現するた

めの要求条件等上位概念については国際デジュール標準化

機関で議論が行われている。また、詳細なインタフェース

規定等はフォーラム標準の場で議論が行われている。近年

の IoT 関連の動向は[6]等を参照のこと。 
前者については、ITU-T SG20 及び ISO/IEC JTC1/SC41 が

対応している。 
(2) ITU-Tへの提案と今後の展開 
筆者等は今後のスマートシティサービスの普及に貢献す

るため VirIoT アーキテクチャの標準化を目指し、その前段

階としてAI技術を含めたユースケースの標準化提案に取り

組んできた。ITU-T では、本格的な標準化に着手するため

の事前検討として Focus Group (FG)を組織している。 
筆者等は、最終的には ITU-T SG20での標準化を目指し、

その妥当性を示すユースケースを ITU-T Focus Group on 
Data Processing and Management (FG-DPM)に提案した。FG-
DPM では 17 のユースケースが収集[7]され、そこから導か

れる要求条件等を ITU-T SG20 の次期作業項目として規定

している。17のユースケースの中で FED4IoTプロジェクト

からの提案は本報告で取り上げた 2 例を含め 5 例を占めて

いる。 

5. おわりに 
本稿では、FED4IoTプロジェクトにおけるAI技術の適用

事例と、国際標準化提案状況について報告した。 
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